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令和２年度 播磨町行政改革懇談会（書面開催） 会議結果 

 

令和３年２月１９日（金）に開催を予定しておりました播磨町行政改革懇談会は、新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止のため、書面開催となりました。 

 

〇令和３年３月２日（火）書面による審議依頼 

〇令和３年３月１２日（金）回答期限 

 

〇審議内容 

審議１ 会長の選任について 

審議２ 第５次播磨町行政改革実施計画 進捗状況について 

 

〇配布資料 

・資料１ 委員名簿 

・資料２ 第５次播磨町行政改革 実施計画（令和２年度見込み） 

 

〇回答委員 

神田 佳一委員、久保田 洋平委員、壇上 行弘委員、吉村 よしえ委員、山本 剛史委員 

草部 芳彦委員、春山 健太委員、澤木 俊昌委員、小林 大輔委員、正願 智教委員、大辻 京子

委員 

 

未回答委員 

なし 

 

審議１ 会長の選任について 

播磨町行政改革懇談会の会長について、本会設置要綱第５条の規定により、選出するもの。 

播磨町行政改革懇談会 会長（案） 

団体名 委員名 

明石工業高等専門学校 

都市システム工学科 教授 
神田 佳一 

 

結果 

賛成 反対 計 

１１ ０ １１名 

 

意見等 

なし 

 



2 

 

審議２ 第５次播磨町行政改革実施計画 令和２年度進捗状況について 

第５次播磨町行政改革大綱に定めた実施計画について、資料２のとおり、令和２年度の進捗状

況を報告するもの。 

 

意見等 

「別紙」に記載。 



別紙 
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令和２年度行政改革懇談会（書面開催）の意見 

 

審議２ 第５次播磨町行政改革実施計画 令和２年度進捗状況について 

番号 意見等 回答 

1 １－（１）―１「既存事業の統合の検討」について（参考意見） 

統合を機会にまちづくりに主体的な住民の参画を促すためにも、住

民が申請したくなる、活動したくなるしくみにする必要がある。 

「過去に採択された住民にヒアリングするなどのニーズ調査」「若者

支援型、テーマ型、スタートアップ型などのメニュー別にして補助額

を変えるなどの検討」など、ご参考までに。 

・１－（１）―１「既存事業の統合の検討」について 

 貴重なご意見をいただきありがとうございます。統合に向けて検討を進め

ていくにあたり、参考とさせていただきます。 

2 

電子自治体の推進に力を入れて欲しい 

・例えばワークフローの様なものの導入推進 

・緊急事態時における電子会議の推進 など 

・文書管理におけるワークフローとして、平成１８年頃に電子決裁システム

を導入しています。 

・コロナ禍における社会情勢の変化に伴い、オンライン会議システムの導入

やテレワーク環境の整備に努めており、オンライン会議はすでに多くの業務

で活用されています。 

3 
・コロナ禍の中、なかなか達成が難しいところだと思います。まだま

だ”コロナその後”が続くと思いますが、今後はそれも想定内として成

果達成されていくといいなと思います。 

・”基本方針２―（２）―３「道路の安全対策の推進」”について、 

〇通学路の安全点検はとても必要な事だと感じています。年１回の点

検で大丈夫なのでしょうか。特に朝の交通量の多い時に、実際に安全

対策ができているのか、検証が必要だと思います。 

〇重ねて”基本方針４―（２）「民間活力の活用」”について、通学時の

ボランティアさんの安全についても、しっかりとサポート体制が必要

だと思います。先日、ニュースでボランティアさん死亡の記事があり、

とても不安に感じています。 

・”基本方針２―（２）―３「道路の安全対策の推進」”について 

 各小中学校が通学路の危険個所等を確認した上で通学路安全推進会議に報

告し、関係機関（教育委員会、加古川警察署、道路管理者関係、交通安全対

策関係、PTA、交通安全指導員等）にて実際に現地確認による合同点検を実

施し、必要に応じて対策を実施しています。対策実施後も合同点検や効果把

握に努め、改善・充実を図っています。 

・”基本方針４―（２）「民間活力の活用」”について 

 現在、町が委託している交通安全指導員の安全については、町規則により

補償が定められています。学校支援ボランティアとして活動されている方々

は、町が学校支援ボランティア保険に加入しています。 

 


